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ま
す
。ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
支
援
室
の
使

命
は
、
北
大
で
学
ん
で
い
る
学
生
だ
れ

も
が
持
て
る
力
を
十
分
発
揮
し
て
大
学

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
、障
害
や
疾

病
な
ど
が
あ
る（
あ
る
い
は
あ
る
と
思
わ

れ
る
）学
生
の
方
へ
の
個
別
サ
ポ
ー
ト
と

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
大
学
環
境
に
な
る
よ
う

環
境
整
備
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
に
は
障
害
や
疾
病
は
関
係
な

い
」と
思
う
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。し
か
し
、大
学
生
活
を
送
る
中
で
、

交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
、病
気
に
な
っ
た

り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。障
害
や
疾

病
の
あ
る
学
生
が
大
学
の
中
に
あ
る
バ

リ
ア
に
よ
っ
て
修
学
に
困
難
が
生
じ
て
い

る
場
合
、学
生
か
ら
そ
の
バ
リ
ア
を
取
り

除
く
た
め
に
何
ら
か
の
対
応
を
必
要
と

し
て
い
る
意
思
の
表
明
が
あ
っ
た
場
合

こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
る
方
の
中
に

は
、
今
年
度
新
た
に
入
学
さ
れ
た
方
も

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。大
学
で
は
高
校
ま

で
と
同
じ
く「
授
業
」を
受
け
ま
す
が
、

色
々
な
こ
と
が
高
校
ま
で
と
異
な
り
ま

す
。た
と
え
ば
、
授
業
ご
と
に
教
室
を

移
動
し
た
り
、授
業
で
教
科
書
が
指
定

さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
教
科
書
通
り
に

授
業
が
進
む
こ
と
が
少
な
か
っ
た
り
、毎

日
会
う
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
い
な
い
の
で
同

級
生
と
親
し
く
な
る
の
が
難
し
か
っ
た

り
し
ま
す
。時
間
割
も
自
分
で
履
修
登

録
を
し
て
決
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

大
学
生
活
は
自
由
で
は
あ
り
ま
す
が
、

自
分
で
選
択
す
る
こ
と
が
増
え
、
い
ろ
い

ろ
な
困
り
ご
と
が
生
じ
、ス
ト
レ
ス
フ
ル

な
側
面
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、大
学
に
は
み
な
さ
ん
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
窓
口
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。そ
の一つ
に
、「
学
生
相
談
総
合
セ

ン
タ
ー
」が
あ
り
ま
す
。「
学
生
相
談
総

合
セ
ン
タ
ー
」
に
は
、な
ん
で
も
相
談
の

で
き
る「
学
生
相
談
室
」、留
学
生
や
海

外
留
学
を
す
る
学
生
の
相
談
に
多
言
語

（
日
本
語
・
英
語
・
中
国
語
）で
応
じ

る「
留
学
生
相
談
室
」、障
害
や
疾
病

の
あ
る（
あ
る
い
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
）

学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
支
援
室
」の
三
つ
の
室
が
あ
り
ま

す
。ど
こ
も
無
料
で
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、必
要
な
と
き
利
用
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

筆
者
は
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
支
援
室
で

勤
務
し
て
い
ま
す
の
で
、ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
支
援
室
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て

い
る
の
か
簡
単
に
ご
説
明
し
た
い
と
思
い

に
は
、大
学
は「
合
理
的
配
慮
」を
提
供

し
、他
の
学
生
と
同
じ
よ
う
に
修
学
で

き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。北
海
道
大
学

で
は
、年
間
、一
〇
〇
人
を
超
え
る
学
生

が
合
理
的
配
慮
の
申
請
を
し
て
お
り
、

大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
合
理
的
配
慮
を

提
供
し
て
い
ま
す
。そ
の
一つ
の
例
と
し

て
図
書
館
と
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
支
援

室
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
る「
プ
リ
ン
ト
・

デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ
の
あ
る
利
用
者
の
た

め
の
資
料
電
子
化
」が
あ
り
ま
す
。た

と
え
ば
身
体
障
害
や
視
覚
障
害
の
あ
る

学
生
の
中
に
は
図
書
館
の
本
を
読
む
こ

と
が
難
し
い
方
も
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な

方
の
た
め
、本
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し

て
提
供
す
る
こ
と
で
、
十
分
に
勉
強
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

「
合
理
的
配
慮
」申
請
に
関
し
て
は

大
学
で
決
め
ら
れ
た
手
続
き
が
あ
り
ま

す
の
で
、授
業
等
で
何
か
し
ら
の「
合
理

的
配
慮
」が
必
要
だ
と
思
っ
た
方
は
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
支
援
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
し
ま
す
。

中
に
は
修
学
上
の
困
り
ご
と
は
あ
る
け

れ
ど
、今
の
自
分
の
状
態
で
相
談
し
て
い

い
か
迷
う
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
支
援
室
は
診
断
が

な
く
て
も
利
用
で
き
ま
す
。困
り
ご
と

は
早
め
に
対
処
す
る
と
早
く
解
決
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
、修
学
上
何
か
し
ら
の

困
難
が
あ
る
場
合
は
お
気
軽
に
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
支
援
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。北
大
に
入
学
し
た
み
な
さ
ん
が
持
て

る
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
い

た
し
ま
す
。

Opinion!

北海道大学学生相談総合センター
アクセシビリティ支援室
室　長

榊原　佐和子

すべての学生のすべての学生の
学びの環境を整えます学びの環境を整えます

春  号

学生相談総合センターのホームページの
URL です。学生生活に役立ついろいろな
情報が掲載されています。

（ 1 ）　第 408号 よりよい生活と平和のために 2024年 4月 1日



いじわるじいさん
昨
年
、
映
画『
グ
レ
ー
ト
グ

リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
』を
見
た
。

ア
フ
リ
カ
の
サ
ヘル
地
域
は
気

候
変
動
で
砂
漠
化
が
進
ん
で

い
る
。
過
激
派
組
織
の
台
頭

で
政
情
不
安
の
国
も
あ
り
、

危
機
的
状
況
だ
。
こ
こ
で
、

「
緑
の
壁
」
植
林
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
始
ま
っ
た
。
映
画

は
、
マ
リ
出
身
の
女
性
歌
手

が
、
サ
ヘ
ル
の
国
々
を
訪
れ

る
ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
―
で
あ
る

▼
彼
女
が
行
く
先
々
で
見
る
の
は
、
干

ば
つ
の
現
実
だ
っ
た
。
農
業
が
で
き
ず
一

日
一食
の
食
糧
危
機
。
村
を
出
て
移
民

や
難
民
に
な
る
農
民
も
い
る
。
貧
困
に

乗
じ
て
跋ば

っ

こ扈
す
る
過
激
派
。
彼
ら
に

父
を
殺
さ
れ
た
と
少
女
が
話
す
。
仕

事
の
な
い
若
者
が
過
激
派
に
入
る
。
女

性
達
と
歌
う
歌
手
の
眼
に
涙
が
に
じ
む

▼
映
画
上
映
の
１
週
間
後
、
ド
バ
イ
で

Ｃ
Ｏ
Ｐ
28（
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約

国
会
議
）が
開
催
さ
れ
た
。〈
化
石
燃

料
か
ら
の
脱
却
、
２
０
３
０
年
ま
で
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
容
量
を
３
倍
に
、

省
エ
ネ
改
善
率
を
２
倍
に
〉等
、
行
動

目
標
が
合
意
さ
れ
た
が
、
サ
ヘ
ル
の
今

飢
え
て
い
る
子
に
は
間
に
合
わ
な
い
。

か
の
植
林
事
業
も
全
体
の
15
％
ま
で
し

か
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
▼
日
本
は
と
い

え
ば
、
脱
化
石
燃
料
も
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
進
ま
ぬ
現
実
が
あ
り
、

不
名
誉
な
化
石
賞
が
与
え
ら
れ
た
。

せ
め
て
我
が
家
で
は
、
と
ゴ
ミ
減
量
に

取
り
組
む
も
成
果
は
微
々
た
る
も
の
。

ど
う
し
た
ら
、
政
府
が
温
暖
化
阻
止

の
政
策
を
と
る
よ
う
に
な
る
の
か
、
考

え
る
べ
き
は
こ
ち
ら
か
。�

（
今
日
子
）

【北大生協　総代会　ホームページ】
https://www.hokudai.seikyou.ne.jp/univcoop/board/soudaikai.html

【教職員選挙区】
　２月の総代会議で総代選挙を提起しました。本年度の総代の皆さんにはぜひ継続をお願いいたします。退職や異動で
欠員が出る可能性があるブロックでは、後任総代の立候補・推薦などをお願いしていきます。

【学部生選挙区】【大学院生選挙区】
　本年度総代の皆様に『継続願いのメール』を発信します。また、学部新一年生については接点を設ける取組を行
いながら52名の選出を予定しています。
　新大学院生についても歓迎企画等の接点づくりを行い不足のある学年については、立候補･推薦などをお願いし
ていきます。
　2024年度の総代選挙は３月～4月末くらいまでに行っていきますので、組合員の皆様のご協力をお願いいたします。

【総代】とは・・・【総代】とは・・・
組合員の代表で、生協運営の最高議決機関である『総代会』（株主総会の協同組合版：５月開催）に出席し、１年間
の総括と決算を承認したり、これからの運営方針と予算を決定する議決を行います。教職員はその後の状況確認や組
合員からの意見・要望を政策に反映させるために年10回開催の『総代会議』に参加（主にオンライン）し意見交換
を行い、運営に参加しています。

2024年度の総代を決める時期となりました。
選挙区は右表の通り合計で260名（昨年同数）を
目標に各選挙区ごとに選挙を行っていきます。

総代選挙区 定数
学部生 150
大学院生 40
教職員 60

生協職員、その他 10
合　計 260

2024年度通常総代会について
2024年５月22日（水）（予定）　（会場は後日HP等でご案内します）

　「総代会」は年に一度開催される北大生協の最高議決機関です。ここでは組合員の代表である「総代」が議
案について議決をし、今後一年間の生協運営についての方向性を決定します。
　今後、４月から５月にかけて教職員総代会議や学生総代説明会などにおいて、議案の説明を行っていきます。
　また生協の「理事会」を構成する役員を選出するのも総代会で行われます。理事会は、年数回行われる総
代会議、総代ミーティングや組合員の声カードから組合員の要望をとらえ、総代会で議決した方向性にそっ
て生協を運営していきます。総代会で議決するのも役員を決めるのも組合員のみなさまのご協力が必要です。
４月22日までに「総代」の選出（立候補・推薦）にご協力をお願いいたします。

2024年度『総代選挙』実施中です！
2024年 4月 1日 よりよい生活と平和のために 第 408号　（ 2 ）



SDGs
「折り返し地点を越えたSDGs」

北海道大学SDGs事業推進本部　教授　加藤　悟

持続可能な開発目標(SDGs)は、2015年9月25日の国連総会で採択された2030年までに達成すべき目標であ
る。2030年末まであと7年弱となり、折り返し地点を越えた。SDGsの達成度・進捗状況については、毎年国際連
合から「Sustainable Development Report（持続可能な開発レポート）」として報告されている。2023年版は
2023年の6月に発行されている。

Sustainable Development Reportでは毎年の国別の達成度が示されている。日本は世界で21位(79.41点)と
なっているが、2017年に世界11位となって以降、順位を下げている。図では、SDGs別の達成度を、緑：達成、
黄：課題が残る、橙：大きな課題が残る、赤：深刻な課題が残る、で示し、SDGs別の進捗（変化・動向）を矢
印、緑：順調に推移、黄：適度に推移、橙：停滞、赤：悪化、灰色の点：データ不足、で示している。

これを見ると、日本はまだまだSDGsの課題を抱えていることが分かる。SDG12（つくる責任、使う責任）で
は、電気製品廃棄物の量や、プラスチック廃棄物の輸出などが指摘されている。SDG14（海の豊かさを守ろう）
では、乱獲された漁獲量や、水産資源輸入による海洋生物多様性の脅威が指摘されている。SDG15（陸の豊かさ
も守ろう）では、レッドリスト指数や、生物多様性に必要な淡水域の保護割合などで、深刻な課題が残っていると
指摘されている。

一方で、目標Goalの設定に疑問を持つこともある。ひとつは、Goalとした内容や指標の定義の適切性である。
例えば、プラスチック廃棄物は日本から大量に海外に輸出されているが、どの程度の不純物が含まれているかによ
り、輸入国での使われ方が異なる。一般的に、日本からの廃ブラスチックの不純物割合は低いと言われている。廃
プラ輸出量だけで評価してよいのかという疑問である。もう一つの疑問は、2030年までに達成とした目標水準の
適切性である。生物多様性に必要な淡水域の保護割合の目標は100%となっている。2030年までに100%保護区
域とするのは現実的だろうかという疑問である。

とは言うものの、これらの目標は世界的に合意した目標であり、こうした目標が設定されたからこそ、それにつ
いてできることは取り組み、できないことはその意味について考えるきっかけを与えてくれる。それこそが目標設
定の意味である。2030年までと期限を決めたのも、もちろん達成することも重要だが、2030年までは頑張って
取り組めるだけ取り組み、その後目標の内容や水準の見直しを図るという意味が込められている。

目標を設定すると何が何でも達成しようとするのは美徳だと思うが、目標に対する世界の考え方はもう少し柔軟
である。折り返し地点を迎えたからこそ、17の目標だけでなく、169のターゲットにも注意を払うと、世界の取
り組み課題を知り、行動を変えていくことができると考えている。

なお、国連の報告書には、今回紹介したものの他に、Sustainable Development Report 2023: Special 
edition-（特別版）」という、SDGsの包括的な中間点評価を提供したものや、国連事務総長が任命した限られた科
学者が執筆する4年に1回出版されるGlobal Sustainable Development Report(GSDR)もある。最新の2023年
版は慶應大学の蟹江憲史教授も執筆に関わっており、ここでは具体的な提言もなされている。

連載 第4回

（ 3 ）　第 408号 よりよい生活と平和のために 2024年 4月 1日
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え ぞ り ん くえ ぞ り ん く
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ニホンザルニホンザル
こぼれ話こぼれ話

頭
の
性
別
や
年
齢
を
記
録
し
て
い

き
ま
す
。

あ
る
日
、
移
動
の
行
列
を
記
録

し
て
い
る
と
、“
２
歳
”
に
続
い

て
出
て
き
た
の
は
一
回
り
小
さ

い
サ
ル
。「
１
歳
か
な
？
で
も
、

こ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
は
ア
カ
ン
ボ

ウ
。
っ
て
こ
と
は
、
さ
っ
き
の
が

１
歳
か
～
!?
」
と
、
調
査
の
序
盤

は
齢
査
定
が
安
定
し
ま
せ
ん
。
遠

見
た
目
年
齢
…
彼
女
は
若
見
え
？

も
う
ち
ょ
っ
と
若
い
頃
は
、
海

外
で
ビ
ー
ル
を
買
お
う
と
す
る
と

「
あ
な
た
本
当
に
オ
ト
ナ
…
？
」

と
パ
ス
ポ
ー
ト
と
顔
を
ジ
ロ
ジ
ロ

見
比
べ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
さ
す

が
に
、
今
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
く

な
り
ま
し
た
け
ど
、
わ
た
し
た
ち

ア
ジ
ア
人
が
、
実
年
齢
よ
り
幼
く

見
ら
れ
る
と
い
う
の
は
よ
く
聞
く

話
で
す
よ
ね
。
ま
た
別
の
例
で
す

が
、
昔
の
成
人
式
や
新
入
社
員
の

入
社
式
の
様
子
の
写
真
な
ん
か

を
見
る
と
、
写
っ
て
い
る
人
々

は
、
わ
た
し
た
ち
の
ハ
タ
チ
の
頃

よ
り
も
だ
い
ぶ
大
人
び
て
い
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。
も
し
か
す
る

と
、
今
の
時
代
な
ら
40
歳
代
と
紹

介
さ
れ
て
も
違
和
感
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
ろ
と
わ
た
し

た
ち
の
代
と
で
何
か
が
違
う
み
た

い
で
す
。
と
あ
る
論
文
に
よ
る

と
、
現
代
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち

は
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
長
く
な
っ
た

こ
と
で
、
昔
の
同
じ
年
齢
に
比
べ

る
と
精
神
的
な
成
熟
度
が
低
い
ん

だ
そ
う
で
す
（
汗
）。
最
近
、
成

人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
現
代
の
精
神
的
な
成

熟
度
が
昔
の
ハ
タ
チ
に
追
い
つ
く

の
は
、
な
ん
と
35
～
40
歳
な
ん
だ

と
か
。
な
る
ほ
ど
、
昔
の
ハ
タ
チ

が
今
の
40
歳
代
に
見
え
る
わ
け
で

す
。
そ
う
で
す
か
。
全
然
大
人
に

な
れ
ず
、
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

ね
…
。
年
甲
斐
も
な
く（
!?
）
拗

ね
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
人
の
見
た
目
年
齢
っ
て
、
時

代
や
場
所
、
環
境
に
よ
っ
て
だ
い

ぶ
違
っ
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
で
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？

ま
ず
は
、
年
齢
を
ど
う
や
っ
て

見
分
け
る
の
か
、
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
ア
カ
ン
ボ
ウ
（
０
才
）

は
頭
で
っ
か
ち
の
３
頭
身
で
、
飛

び
跳
ね
る
よ
う
に
ぴ
ょ
こ
ぴ
ょ
こ

歩
く
の
で
遠
く
か
ら
で
も
分
か
り

ま
す
。
そ
の
愛
ら
し
い
様
子
は
、

見
た
だ
け
で
…
も
う
…
キ
ュ
ン
死

に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
!!
１
歳
に

な
る
と
胴
が
長
く
な
っ
て
、
し
っ

か
り
と
し
た
落
ち
着
い
た
足
取
り

で
歩
き
ま
す
。
２
～
４
才
の
コ
ド

モ
は
、
そ
こ
か
ら
一
回
り
ず
つ
体

が
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
・
石
川

県
白
山
で
は
、
積
雪
期
、
川
を
挟

ん
だ
対
岸
の
斜
面
に
い
る
群
れ
の

個
体
数
を
調
査
し
ま
す
。
条
件
に

よ
っ
て
は
１
㎞
以
上
も
離
れ
た

と
こ
ろ
に
い
る
サ
ル
を
数
え
ま

す
。
こ
の
く
ら
い
遠
い
と
、
双
眼

鏡
越
し
で
も
サ
ル
は
米
粒
大
（
ゴ

マ
粒
大
か
も
）。
で
も
、
真
っ
白

な
雪
を
バ
ッ
ク
に
、
シ
ル
エ
ッ
ト

は
く
っ
き
り
で
す
。
さ
て
、
群
れ

を
見
つ
け
た
ら
、
移
動
の
方
向
を

予
想
し
な
が
ら
、
そ
の
周
囲
に
で

き
る
だ
け
背
景
の
真
っ
白
な
広
い

場
所
を
探
し
て
お
き
ま
す
。
そ
し

て
、
群
れ
が
そ
こ
を
横
切
り
始
め

た
ら
、
シ
ル
エ
ッ
ト
を
手
掛
か
り

に
「“
オ
ト
ナ
・
オ
ス
”、“
オ
ト

ナ
・
メ
ス
”、“
オ
ト
ナ
・
メ
ス
＋

ア
カ
ン
ボ
ウ
”
‥
‥
」
と
い
う
ふ

う
に
、
横
切
っ
た
順
番
に
１
頭
１

く
か
ら
だ
と
、
子
ザ
ル
同
士
の
相

対
的
な
大
き
さ
が
手
が
か
り
な
の

で
、
ア
カ
ン
ボ
ウ
か
ら
４
歳
ま

で
、
並
ん
で
歩
い
て
く
れ
た
ら
分

か
り
や
す
く
て
助
か
る
ん
で
す
け

ど
ね
。
近
く
で
見
ら
れ
れ
ば
、
そ

の
子
が
何
歳
か
を
当
て
る
の
は
比

較
的
簡
単
で
す
。
ふ
だ
ん
調
査
す

る
宮
城
県
金
華
山
島
の
群
れ
で

は
、
生
ま
れ
た
サ
ル
を
１
頭
１
頭 子ザルたちの後ろ姿。右から1歳、アカンボウ（０歳）、2歳。
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クラーク１月一般書ランキング
書名 著者名 出版社 書名 著者名 出版社

1 農業と経済2023年秋号（89巻4号） 小林国之 英明企画編集 6 支配について　2 マックス・
ウェーバー 岩波書店

2 TOEIC�L&Rテスト文法問題でる1000問 TEX加藤 アスク出版 7 ケアの倫理 岡野八代 岩波書店

3 公式TOEICListening�&�Reading�問題集10
Educational
Testing

国際ビジネス
コミュニケーション協会 8 ダーウィンの呪い 千葉聡 講談社

4 システム生物学入門 畠山哲央 講談社 9 行為主体性の進化 マイケル・トマセロ 白揚社

5 ともぐい 河㟢秋子 新潮社 10 TOEIC�L&R�TEST出る単特急金のフレーズ TEX加藤 朝日新聞出版

クラーク書籍便り
Vol.18

別海町出身の著者の直木賞受
賞作「ともぐい」は新たな熊文学

（！）ということで売れています。
「農業と経済 2023秋号」は特集が
「深く知りたいあなたへの北海道
ガイド」、執筆者に北大、北海学園
大等の教員が何人も。「行為主体性
の進化」は（認知）心理学者トマセ
ロの新刊で、自然科学、人文科学ど
ちらの該当棚でも売れています。

見
分
け
て
観
察
を
続
け
て
い
る
の

で
、
正
確
な
年
齢
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
金
華
山
の
サ
ル
を

基
準
に
考
え
ま
す
。
で
も
、
同
い

年
で
も
地
域
に
よ
っ
て
は
け
っ
こ

う
体
格
が
違
う
の
で
、“
金
華
山

基
準
で
２
歳
”
な
ら
“
１
歳
”
が

こ
こ
で
は
正
解
。

話
を
戻
し
ま
し
ょ
う
。
５
歳
に

な
る
と
、
メ
ス
な
ら
お
尻
回
り
の

毛
が
抜
け
は
じ
め
ま
す
。
こ
の
お

尻
回
り
の
皮
膚
は
性
皮
と
呼
ば

れ
、
発
情
す
る
と
鮮
や
か
な
紅

色
に
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
ふ
う

に
、
ア
カ
ン
ボ
ウ
か
ら
５
歳
ま
で

は
体
の
大
き
さ
・
フ
ォ
ル
ム
・
性

皮
の
状
態
で
、
比
較
的
正
確
に
年

齢
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
に
な
る
と
生
ま
れ

年
を
知
ら
な
い
限
り
は
、
だ
い
た

い
で
す
。
年
齢
の
分
か
っ
て
い

る
サ
ル
の
記
憶
と
比
べ
な
が
ら
、

「
う
～
ん
、
15
歳
前
後
か
な
」
と

い
う
感
じ
で
す
。
手
が
か
り
に
な

る
の
は
、
毛
並
み
や
顔
の
お
肌
の

ハ
リ
・
滑
ら
か
さ
で
す
。
な
ん

だ
か
、
人
間
の
見
た
目
年
齢
と

ち
ょ
っ
と
似
て
い
ま
す
ね
。

あ
る
年
、
下
北
半
島
の
サ
ル
を

案
内
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
案
内
し
て
く
れ
て
い
る

人
に
、
何
と
は
な
し
に
目
に
入
っ

た
サ
ル
の
年
齢
を
尋
ね
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
、「
も
う
20
代
後
半

だ
よ
」
と
の
お
返
事
。「
18
歳
前

後
か
な
？
」
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
び
っ
く
り
仰
天
で
す
。
ふ
だ

ん
見
て
い
る
金
華
山
で
は
、
15
歳

を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
顔
の
し
わ
が

深
く
な
っ
た
り
、
目
の
下
が
た
る

ん
だ
り
し
始
め
る
よ
う
で
す
。
20

歳
を
過
ぎ
た
ら
、
冬
を
越
し
た
後

の
毛
並
み
は
艶
も
な
く
ぼ
そ
ぼ
そ

で
す
。
そ
れ
な
の
に
下
北
の
彼
女

と
き
た
ら
、
し
わ
は
目
立
た
ず
、

厳
し
い
冬
を
超
え
て
な
お
、
毛
並

み
は
ふ
わ
っ
ふ
わ
の
つ
や
つ
や
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
!!
金
華
山
と
下

北
の
サ
ル
た
ち
の
、
見
た
目
年
齢

の
違
い
に
衝
撃
を
受
け
た
出
来
事

で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
野
生
の
サ
ル
は
０

歳
の
冬
を
無
事
に
乗
り
越
え
た

ら
、
そ
の
後
し
ば

ら
く
は
め
っ
た
に

死
に
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
１
歳
以
上

の
サ
ル
が
死
ぬ
の

は
、
た
い
て
い
冬

の
終
わ
り
か
ら
春

先
で
す
。
食
べ

物
が
乏
し
く
て
寒

い
、
い
ち
ば
ん
厳

し
い
季
節
を
超
え

ら
れ
ず
、
群
れ
か

ら
消
え
て
い
き

ま
す
。
金
華
山
の

サ
ル
で
、
こ
れ

ま
で
に
記
録
さ
れ
て
い
る
最
高
齢

は
25
歳
。
で
も
、
こ
こ
ま
で
長
生

き
で
き
る
サ
ル
は
め
っ
た
に
い
ま

せ
ん
。
わ
た
し
の
見
て
い
る
群
れ

で
は
、
18
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
い
つ

冬
を
超
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
も
別

に
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

方
で
、
下
北
の
サ
ル
で
は
30
歳
以

上
の
長
生
き
の
記
録
が
い
く
つ
も

あ
る
そ
う
で
す
。
彼
女
た
ち
の
見

た
目
年
齢
は
、
栄
養
状
態
や
弱
り

具
合
な
ど
、
体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
そ
の
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
あ
れ
か
ら
５
年
近
く
。
若
々

し
か
っ
た
下
北
の
彼
女
は
、
今
も

元
気
に
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

18歳の母と9歳の娘。どちらが母かは、見た目で歴然？

秋なのに、夏毛への毛替わりすら済んでいない老齢のメス。
この後の冬は越せず、春に群れで姿を見ることはありませんでした。
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TEL 011-726-0441　　FAX 011-746-9065　　Eメール hoken.cls@hokkaido.seikyou.ne.jp 

                                 

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

渡邊　誠

                                  

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

Vol.
39

今
年
の
一
月
二
日
、
年
末
か
ら
の
発
熱
の
た
め
、

一
日
中
ネ
コ
の
よ
う
に
う
と
う
と
し
て
過
ご
し
て
い

た
の
が
よ
う
や
く
回
復
し
て
き
て
、
夕
方
、
ち
ょ
う

ど
航
空
機
事
故
遺
族
の
英
文
の
手
記
を
読
み
始
め
た

時
で
し
た
。
階
下
か
ら
、
飛
行
機
が
燃
え
て
る
よ
！

と
い
う
家
族
の
声
。
急
い
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、J

A
P
A
N
 
A
I
R
L
I
N
E

と
書
か
れ

た
白
い
機
体
が
、
炎
を
上
げ
て
激
し
く
燃
え
て
い
る

映
像
が
、
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
に
わ
か
に

は
信
じ
が
た
い
光
景
で
し
た
。

一
九
八
五
年
の
日
航
機
御
巣
鷹
山
墜
落
事
故
の
際

の
、
遺
体
確
認
を
待
っ
て
体
育
館
を
埋
め
尽
く
す
遺

族
の
様
子
が
、
脳
裏
に
浮
か
び
ま
し
た
。
ま
た
あ
れ

が
起
こ
る
の
か
、
航
空
機
事
故
遺
族
と
呼
ば
れ
る
人

た
ち
が
、
ま
た
何
千
人
も
生
ま
れ
る
の
か
…
そ
う
思

う
と
、
何
百
と
読
ん
だ
追
悼
文
の
悲
し
み
が
一
挙
に

押
し
寄
せ
て
く
る
よ
う
で
、
圧
倒
さ
れ
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。
…
日
本
航
空
機
乗
客
乗
員
三
七
九
人
全
員

脱
出
の
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
で
す
。
安
心
す

る
と
同
時
に
、
あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
そ

う
か
、
と
も
思
い
ま
し
た
。

日
本
航
空
に
は
、
独
自
の
安
全

文
化
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は

一
九
八
五
年
の
御
巣
鷹
山
墜
落
事
故

以
来
、
三
十
八
年
間
を
か
け
て
、
紆

余
曲
折
を
経
な
が
ら
つ
く
り
上
げ
ら

れ
て
き
た
も
の
で
す
。
御
巣
鷹
山
墜

落
事
故
は
、
乗
員
乗
客
五
百
二
十
四

名
中
五
百
二
十
名
が
死
亡
す
る
と
い

う
悲
惨
を
極
め
た
大
事
故
で
す
。
こ
の
事
故
の
遺
族

会
で
あ
る
八･

一
二
連
絡
会
は
、
事
故
の
風
化
を
防

ぐ
た
め
に
残
存
機
体
の
保
存
を
求
め
ま
し
た
が
、
日

本
航
空
は
廃
棄
の
方
針
を
示
し
、
長
ら
く
双
方
の
主

張
は
平
行
線
を
た
ど
り
ま
す
。

遺
族
の
中
に
は
、
亡
き
人
の
死
を
何
と
か
後
世
に

生
か
し
た
い
と
活
動
し
た
方
々
が
い
ま
す
。
二
十
二

歳
の
一
人
娘
、
京
子
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
川
北
宇
夫

（
た
か
お
）
さ
ん
と
い
う
技
術
者
だ
っ
た
男
性
は
、

墜
落
し
た
場
合
の
生
存
率
を
高
め
る
研
究
を
日
本
航

空
に
も
働
き
か
け
て
進
め
、
専
門
家
と
海
外
の
航
空

機
事
故
遺
族
と
連
携
し
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
何

年
に
も
渡
っ
て
組
織
し
、
生
存
率
を
向
上
さ
せ
る
後

ろ
向
き
座
席
と
肩
掛
け
式
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
実
用
化

に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
す
。
コ
ス
ト
が
か
さ
む
と
の
理

由
で
、
採
用
す
る
航
空
会
社
は
現
れ
な
か
っ
た
の
で

す
が
。

日
本
航
空
の
方
針
は
、
二
〇
〇
四
年
の
重
大
イ
ン

シ
デ
ン
ト
の
続
発
を
受
け
た
第
三
者
委
員
会
の
設
置

を
き
っ
か
け
と
し
て
大
き
く
転
換
し
、
御
巣
鷹
山
事

故
の
残
存
機
体
の
展
示
を
含
む
安
全
啓
発
セ
ン
タ
ー

が
開
設
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
、
遺
族
会
の
要
望
は
つ

い
に
実
現
し
ま
す
。
日
本
航
空
は
社
員
全
員
に
安
全

啓
発
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
を
義
務
付
け
、
遺
族
と
と

も
に
安
全
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
を
も
つ
よ
う
に
な

り
ま
す
。

愛
す
る
者
を
非
業
の
死
に
よ
っ
て
亡
く
す
と
い

う
計
り
知
れ
な
い
悲
し
み
へ
の
向
き
合
い
方
の
一
つ

と
し
て
、
亡
き
人
の
死
を
社
会
の
し
く
み
を
改
善
す

る
た
め
に
生
か
そ

う
と
す
る
、
と
い

う
道
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
御
巣
鷹
山

事
故
遺
族
が
、
日

本
航
空
が
世
界
を

先
導
す
る
航
空
会

社
と
な
り
、
高
い

安
全
基
準
の
道
し

る
べ
と
な
る
こ
と

が
、
亡
き
人
に
報

い
る
一
番
の
道
だ

と
信
じ
て
い
る
、
と
記
し
た
の
は
、

こ
の
事
故
に
関
す
る
包
括
的
な
研

究
書
を
著
し
た
英
国
カ
ー
デ
ィ
フ
大
学
の

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー･
フ
ッ
ド
氏
で
す
。
今
回
の
事
故

の
報
道
の
中
で
、
英
国
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
、
ほ
と
ん
ど
こ

の
言
葉
の
内
容
そ
の
ま
ま
の
論
評
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
八･

一
二
連
絡
会
と
日
本
航
空
の
長
年
に
渡
る

努
力
の
結
果
が
、
ま
さ
か
こ
の
よ
う
な
劇
的
な
形

で
世
界
に
示
さ
れ
賞
賛
さ
れ
る
日
が
来
よ
う
と
は
、

思
っ
て
も
み
な
い
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
で
も
今
回
、
衝
突
し
た
海
上
保
安
庁
機
の
乗

員
五
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
遺
族
の
方
々
は
、

長
く
続
く
で
あ
ろ
う
悲
し
み
の
道
の
り
を
、
た
ど
ら

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
八･

一
二
連
絡
会
が
中
心

と
な
り
、
多
く
の
大
事
故･

大
災
害
の
遺
族
が
つ
な

が
り
合
っ
て
育
ん
で
き
た
悲
し
み
と
安
全
の
文
化

が
、
そ
の
役
に
立
つ
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

日本航空516便日本航空516便
羽田空港衝突炎上事故羽田空港衝突炎上事故

○

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
、
思
っ
て
い
る
よ
り
多
く
の
リ
ス
ク
が

存
在
し
ま
す
。

損
害
保
険
は
、「
偶
然
の
リ
ス
ク
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
」
を
カ

バ
ー
す
る
保
険
で
す
。
偶
然
の
リ
ス
ク
と
は
、「
起
こ
る
か
も
し
れ

な
い
し
、
起
こ
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
リ
ス
ク
」
で
す
。
自
動
車
事

故
は
、
約
１
分
に
１
件
、
自
転
車
の
事
故
が
約
７
分
に
１
件
、
そ
し

て
火
災
も
約
15
分
に
１
件
ほ
ど
の
頻
度
で
起
き
て
い
ま
す
。
ほ
か
に

も
台
風
・
地
震
な
ど
自
然
災
害
、
病
気
に
な
る
リ
ス
ク
や
海
外
旅
行

で
盗
難
に
遭
う
な
ど
、
数
え
あ
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

春
が
来
ま
し
た
。
家
族
が
単
身
赴
任
や
大
学
入
学
で
離
れ
て
暮

ら
す
な
ど
、
家
族
の
行
動
範
囲
が
変
わ
る
ま
た
は
広
が
る
季
節
で

す
。
い
ろ
い
ろ
あ
る
生
活
の
変
化
に
応
じ
て
、
契
約
し
て
い
る
損
害

保
険
の
補
償
や
そ
の
適
用
範
囲
を
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
加
え

て
、
住
所
の
変
更
、
適
用
範
囲
、
補
償
の
内
容
の
変
更
が
必
要
な
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

〇
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
と
き
、
管
理
会
社
指
定
の
火
災
保
険
は
過
剰

な
補
償
で
保
険
料
が
高
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
他
の
代
理
店
で
見

積
し
て
比
較
し
て
安
く
十
分
な
火
災
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
動
車
保
険
は
、
運
転
す
る
方
の
範
囲
、
年
齢
条
件
、
使
用
目
的

は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
バ
イ
ク
保
険
は
補
償
を
夏
用
に
戻
す

こ
と
を
忘
れ
ず
に
。

○
火
災
保
険
で
は
、
雪
に
よ
る
屋
根
や
壁
、
物
置
な
ど
損
害
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
損
害
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
契
約
し
て
い
る
保
険

会
社
に
問
い
合
わ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。
悪
質
な
住
宅
修
理
業
者

が
い
る
の
で
要
注
意
で
す
。

○
自
転
車
を
乗
る
際
の
リ
ス
ク
は
特
に
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
自
転
車
の
事
故
は
中
高
校
生

が
多
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

運
転
中
に
他
人
に
け
が
を
さ
せ
多
額
の

賠
償
を
請
求
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
リ

ス
ク
に
備
え
て
、
個
人
賠
償
責
任
保
険

に
加
入
し
て
い
る
か
ど
う
か
確
か
め
ま

し
ょ
う
。

生
活
の
変
化
に
応
じ
て
損
害
保
険
を
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

こころの
健康を考える 84
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で
な
く
、
時
代
時
代
に

大
学
が
抱
え
た
問
題
、

北
大
生
の
生
活
の
様
子

な
ど
を
資
料
で
示
し
た

つ
も
り
で
す
が
、
ペ
ー

ジ
数
の
問
題
で
充
分
に

収
録
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
関
心
の
あ
る
方
は

図
書
館
等
で
手
に
取
っ

て
み
て
下
さ
い
。
後

日
、
Ｈ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に

て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
も
す
る

予
定
で
す
。

「
創
基
」
と
言
葉

と
こ
ろ
で
、
北
海
道
大
学
で
は

「
創
立
」
や
「
開
校
」
や
「
開
学
」
で

は
な
く
、「
創
基
百
五
十
周
年
」
と
い

う
よ
う
に
「
創
基
」
と
い
う
言
葉
を

用
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
九
二
六
年

の
創
基
五
十
周
年
以
来
で
す
。
当
初
、

「
創
基
」
を
用
い
る
大
学
は
北
大
く
ら

い
で
し
た
。

北
海
道
大
学
は
、
前
身
校
の
開
拓

使
仮
学
校
（
一
八
七
二
～
七
五
年
）、

札
幌
学
校
（
一
八
七
五
～
七
六
年
）

を
含
め
、
札
幌
農
学
校
（
一
八
七
六

～
一
九
〇
七
年
）、
東
北
帝
国
大
学

農
科
大
学
（
一
九
〇
七
～
一
九
一
八

年
）、
北
海
道
帝
国
大
学
（
一
九
一
八

～
一
九
四
七
年
）、
北
海
道
大
学

（
一
九
四
七
年
～
）
と
改
称
し
て
い
ま

す
。
改
称
時
に
は
大
学
組
織
に
も
大

き
な
改
編
が
あ
り
、
リ
・
ス
タ
ー
ト

を
繰
り
返
し
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

代
（
一
八
七
六
～
一
九
〇
七
年
）
と

そ
の
前
史
の
資
料
を
収
録
し
て
い
ま

す
。『
北
海
道
大
学
百
五
十
年
史
』
資

料
編
一
は
そ
の
続
編
と
し
て
、
札
幌
農

学
校
時
代
の
大
学
昇
格
運
動
か
ら
、
第

二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
、
一
八
九
八

～
一
九
四
五
年
の
四
十
七
年
間
の
資
料

を
編
年
で
収
録
し
ま
し
た
。

大
学
史
の
資
料
編
で
は
、
法
令
や

学
内
規
程
な
ど
を
中
心
に
収
録
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
今
回
の
「
資
料

編
一
」
で
は
、
大
学

の
意
思
決
定
機
関
で

あ
る
評
議
会
の
議
事

録
や
、
各
学
部
教
授

会
議
事
録
か
ら
の
記

録
を
多
く
収
録
し
て

い
ま
す
。
制
度
・
組

織
と
し
て
帰
結
し
た

『
北
海
道
大
学
百
五
十
年
史
』刊
行
開
始

北
海
道
大
学
は
二
年
後
の

二
〇
二
六
年
、
一
八
七
六
年
の
札
幌

農
学
校
開
校
か
ら
数
え
て
百
五
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
大
学

が
主
体
と
な
り
五
十
年
史
、
八
十
年

史
、
百
年
史
、
百
二
十
五
年
史
と
大

学
史
を
編
集
・
刊
行
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
大
学
文
書
館
の
中
に
「
北
海

道
大
学
百
五
十
年
史
編
集
室
」
を
設

置
し
、『
北
海
道
大
学
百
五
十
年
史
』

を
編
集
し
て
い
ま
す
。
編
集
の
準
備

開
始
か
ら
六
年
が
経
ち
ま
す
が
、
よ

う
や
く
こ
の
三
月
、
一
冊
目
と
し
て
、

「
資
料
編
一
」
を
刊
行
し
ま
す
。

「
資
料
編
一
」
の
内
容

『
北
大
百
年
史
』
で
は
資
料
編
と

し
て
「
札
幌
農
学
校
史
料
」
二
分
冊

を
刊
行
し
ま
し
た
。
札
幌
農
学
校
時

第19回第19回
「北海道大学百五十年史」「北海道大学百五十年史」

北海道大学大学文書館　北海道大学大学文書館　井上　高聡井上　高聡

大学文書館大学文書館へへ
行行こうこう

そ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
の

は
、
い
わ
ゆ
る
「
創
立
記
念
日
」
の

変
転
で
す
。
東
北
帝
国
大
学
農
科
大

学
時
代
は
、
大
学
昇
格
を
定
め
た
法

令
の
公
布
日
六
月
二
十
二
日
を
大
学

記
念
日
と
し
ま
し
た
。
北
海
道
帝
国

大
学
と
な
っ
た
後
は
、
農
・
医
二
学

部
と
大
学
独
立
を
定
め
た
法
令
の
制

定
日
二
月
六
日
に
改
め
ま
し
た
。
戦

後
、
創
基
八
十
周
年
の
際
に
は
、
札

幌
農
学
校
開
校
日
八
月
十
四
日
を
記

念
日
と
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
創
立
」「
開
校
」「
開

学
」
は
使
い
づ
ら
く
、「
創
基
」
と
い

う
耳
慣
れ
な
い
用
語
を
引
っ
張
り
出
し

て
き
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
「
創
基
」

は
な
か
な
か
便
利
な
妙
案
で
あ
っ
た
よ

う
で
、
近
年
、
前
史
を
重
視
す
る
よ
う

に
な
っ
た
大
学
の
多
く
が
用
い
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

文武会事件を報じる1929年１月２日付け文武会事件を報じる1929年１月２日付け
『北海道帝国大学新聞』『北海道帝国大学新聞』

形
だ
け
で
は
な
く
、
構
想
段
階
や
途

中
の
計
画
変
更
な
ど
、
制
度
・
組
織

の
形
成
・
変
遷
経
過
に
関
す
る
記
録

を
重
視
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
低
温

科
学
研
究
所
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の
構

想
の
変
化
で
す
。
ま
た
、
戦
争
の
た
め

に
政
府
が
学
生
・
生
徒
の
修
業
年
限
が

短
縮
し
た
際
や
、
臨
時
徴
兵
検
査
・
学

徒
出
陣
が
決
ま
っ
た
際
の
大
学
側
の
対

応
を
示
す
資
料
な
ど
で
す
。

ま
た
、
法
令
や
大
学
の
公
的
な
記

録
か
ら
は
掬
い
取
れ
な
い
、
学
生
生

活
の
様
子
や
課
外
活
動
な
ど
は
、
新

聞
部
と
し
て
学
生
が
発
行
し
て
い
た

大
学
新
聞
、
校
友
会
誌
、
同
窓
会
誌

な
ど
の
記
事
か
ら
収
録
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
北
大
生
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に

打
っ
て
出
た
一
九
二
八
年
「
文
武
会

事
件
」
や
、
学
部
と
は
別
の
コ
ー

ス
と
し
て
大
学
が
附
設
し
て
い
た
実

科
・
専
門
部
の
独
立
運
動
な
ど
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
恵
迪
寮
生
の
日
誌
か
ら

一
九
四
五
年
八
月
の
終
戦
時
の
学
内

の
様
子
を
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

大
学
の
制
度
・
組
織
の
変
遷
だ
け

創基50周年に建立したクラーク胸像と札幌農学校創基50周年に建立したクラーク胸像と札幌農学校
第一期生（1926年５月14日）第一期生（1926年５月14日）

臨時徴兵検査に関する農学部の掲示臨時徴兵検査に関する農学部の掲示
（1943年11月22日）（1943年11月22日）
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北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告

学

生

委

員

会

院

生

委

員

会

教
職
員
委
員
会

留
学
生
委
員
会

Webページ「きぼうの虹pdf版」　https://www.hokudai.seikyou.ne.jp/univcoop/facultymember/backnumber.html

■
二
外
フ
ェ
ア

11
月
27
日
～
12
月
１
日
に
二
外
フ
ェ
ア

第
１
弾
を
行
い
ま
し
た
！
学
部
１
年
生
が
履

修
す
る
第
２
外
国
語
の
国
の
食
事
か
ら
、
主

食
、
主
菜
、
副
菜
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
の
献

立
が
出
来
る
だ
け
被
ら
な
い
よ
う
、
学
生

委
員
が
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
ま
し
た
。
全
メ

ニ
ュ
ー
合
わ
せ
て
出
食
数
は
８
２
１
５
食
、

投
票
数
は
４
７
５
票
で
し
た
。
投
票
で
の
人

気
メ
ニ
ュ
ー
と
、
第
１
弾
で
は
仕
入
れ
の
都

合
で
出
食
出
来
な
か
っ
た
ビ
ビ
ン
バ
丼
を
１

月
29
日
～
２
月
２
日
に
再
販
し
ま
し
た
！

■
健
康
万
博

１
月
18
日
、
19
日
に
北
部
ト
ラ
ベ
ル
セ

ン
タ
ー
に
て
「
健
康
万
博
」
を
行
い
ま
し

た
！
野
菜
の
摂
取
量
を
測
る
べ
ジ
チ
ェ
ッ
ク

を
北
部
購
買
に
設
置
し
、
そ
の
他
の
体
脂
肪

測
定
な
ど
健
康
に
関
わ
る
ブ
ー
ス
を
ト
ラ
ベ

ル
セ
ン
タ
ー
に
設
け
ま
し
た
。
２
日
間
通

し
て
の
べ
99
人
の
組
合
員
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
！

■
新
入
院
生
歓
迎
会
２
０
２
４
を
開
催

し
ま
す
！

４
月
か
ら
新
た
に
北
大
の
大
学
院
へ

進
学
す
る
方
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
「
新
入
院

生
歓
迎
会
２
０
２
４
」
を
今
年
も
開
催
し

ま
す
。
新
入
院
生
ど
う
し
が
交
流
し
て
知

り
合
い
を
つ
く
っ
た
り
、
大
学
院
で
の
生

活
を
知
っ
た
り
す
る
た
め
の
企
画
を
準
備

し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て

は
、
院
生
委
員
会
の
Ｘ
ア
カ
ウ
ン
ト(@

H
okudaiinsei_coo)

も
し
く
は
店
舗
の
ポ

ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■『
ほ
ん
で
な
い
か
い
２
０
２
３
』

　

配
布
中
！

北
大
の
学
生
や
教
職
員
の
お
す
す
め
の

本
や
映
画
を
紹
介
す
る
冊
子
『
ほ
ん
で
な

い
か
い
』
は
、
北
部
書
籍
・
ク
ラ
ー
ク
書

籍
お
よ
び
一
部
の
食
堂
で
無
料
配
布
中
で

す
。
お
立
ち
寄
り
の
際
は
ぜ
ひ
手
に
取
っ

て
お
読
み
く
だ
さ
い
！

■
新
入
留
学
生
向
け
の
企
画
を
準
備
中

で
す
！

４
月
に
は
新
入
留
学
生
向
け
の

歓
迎
会
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

２
０
２
４
」
を
開
催
し
ま
す
。
留
学

生
に
北
大
で
の
生
活
や
生
協
店
舗
に
つ

い
て
紹
介
し
た
り
、
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
や

オ
ー
ド
ブ
ル
の
立
食
を
通
じ
て
学
生
ど

う
し
で
交
流
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

北
大
生
協
の
店
舗
・
サ
ー
ビ
ス
の
使
い

方
や
組
合
員
加
入
の
方
法
な
ど
を
紹
介

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
て
い
ま

す
。
完
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
各
店

舗
で
配
布
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
読
み
く

だ
さ
い
！

■
教
職
員
総
代
会
議
：
２
月
13
日
15
日

と
３
月
13
日
14
日
の
昼
休
み
に
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。
生
協
の
食
堂

メ
ニ
ュ
ー
に
目
新
し
さ
が
増
え
た
と
の
ご

意
見
や
、
営
業
時
間
に
つ
い
て
の
ご
意
見

な
ど
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
総
代
会
議
で
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

で
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
教
職
員
委
員
会
：
毎
月
の
定
例
会
議

を
開
催
し
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
お
よ
び

総
代
会
議
で
の
意
見
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。
ま
た
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
毎
回O

pinion!

や
特

集
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
多
く
の
教
職
員
の
方

に
ご
寄
稿
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
研
究

内
容
や
問
題
意
識
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
る

方
、
大
募
集
で
す
。

【 

編
集
後
記 

】

　

今
年
も
卒
業
生
が
旅
立
ち
、
新
入
生
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
研
究
室
も
学
生
た
ち
が
入

れ
替
わ
り
、
新
鮮
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
生
協
も
食
堂
や

購
買
で
食
を
支
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
就

職
活
動
や
資
格
取
得
の
サ
ポ
ー
ト
、
教
職
員

の
み
な
さ
ま
の
教
育
研
究
を
支
え
る
こ
と
も

し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
新
し
く

北
大
に
来
ら
れ
た
教
職
員
の
み
な
さ
ま
。
ぜ

ひ
北
大
生
協
の
組
合
員
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
よ
り
良
い
店
舗
、
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に

ご
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

International Students Committee (ISC)
�We�will�have� the�“Welcome�Party�2024�spring”�
for�new� international� students� in�April.�We�will�
introduce�about�campus�life�in�Hokudai�and�provide�
international�students�with�an�opportunity�to�make�
friends.�Also,�we� are�producing� the� leaflet� that�
explains�how�to�use�the�CO-OP’s�services�and�how�
to�join�the�membership.�We�will�distribute�it�at�the�
CO-OP’s�shops.

2024年 4月 1日 よりよい生活と平和のために 第 408号　（ 8 ）


